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熊 本 県 知 事 選 挙
平 成 ２ ８ 年 ３ 月 ２ ７ 日 執 行

選
挙
当
日
、選
挙
に
行
け
な
い
方
は

期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

投
票
は
選
挙
当
日
に
投
票
所
で
行
う
こ

と
が
原
則
で
す
が
、選
挙
当
日
に
仕
事
や

レ
ジ
ャ
ー
で
投
票
に
行
け
な
い
方
は
、期

日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
の
仕
方

手順❶

宣誓書に記入
選挙当日、選挙に行け
ない事由（選択式）、住
所、名前、生年月日を記
入してください。

手順❷

投票用紙に記入
受付担当者から投票用
紙をもらい、投票用紙
に候補者の氏名を記入
してください。

手順❸

投票する
記入を終えたら投票箱
に投函してください。

両
支
所
の
期
日
前
投
票
所

開
設
時
間
を
変
更
し
ま
し
た

阿
蘇
市
で
は
市
役
所
、内
牧
支
所
、波
野

支
所
の
３
カ
所
で
期
日
前
投
票
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、期
間
前
半
は
投
票
者
数
が

少
な
い
た
め
、開
設
期
間
を
左
記
の
と
お

り
と
し
ま
し
た
。

期
間
前
半
の
期
日
前
投
票
は
、市
役
所
で

の
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

●熊本県知事選挙の期日前投票所開設期間
　▶市役所…３月１１日㊎～２６日㊏まで（１６日間）
　▶各支所…３月１９日㊏～２６日㊏まで（８日間）
　※投票時間…毎日、午前８時３０分から午後８時まで

投票所 3 月 11 日 …　 3 月 19 日 …　 3 月 26 日

市役所

内牧支所 市役所を
ご利用ください。波野支所

不
在
者
投
票
は
お
早
め
に
！

大
切
な
１
票
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
な
い
よ

う
早
め
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

不在者投票の種類 このような場合に

他の市区町村で
行う不在者投票

○�阿蘇市の選挙人名簿に登録されている方が、投票日まで他の市区町村
に滞在する場合は、滞在地の市区町村選挙管理委員会で不在者投票が
できます。
○�郵便などでのやり取りが必要となりますので、お早めにお問い合わせ
ください。

指定病院などで
行う不在者投票

○�不在者投票ができる施設として、指定を受けた病院等に入院（入所）中
の方は、その施設で不在者投票ができます。お早めに施設長に申し出
てください。

郵便などによる
不在者投票

○�身体障害者手帳、戦傷病者手帳をお持ちの方で一定の要件に該当され
る方、介護保険被保険者証の要介護区分が「要介護５」である方で、郵
便投票証明書の交付を受けている方は、自宅で投票ができます。
○�郵便投票証明書の交付には申請手続きが必要となりますので、お早め
に選挙管理委員会にお問い合わせください。

その他 ○�期日前投票期間中、選挙当日までに２０歳になる方は、不在者投票が
できます。

問阿蘇市選挙管理委員会事務局☎２２‐３２３９
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未利用の草地を
ご紹介ください

阿蘇の草原を守るオペレーター組合に力を！

草
原
再
生
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
組
合
と
は

　

阿
蘇
の
草
原
は
、採
草
や
放
牧
利
用
と

野
焼
き・
輪
地
切
り
に
よ
る
管
理
作
業

に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。し
か

し
、近
年
、過
疎
化・
高
齢
化
に
よ
り
未
利

用
の
草
地
が
拡
大
し
、野
草
地
の
灌か
ん
ぼ
く木

化

や
野
焼
き
の
危
険
性
が
非
常
に
高
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

阿
蘇
の
野
草
を
活
用
し
冬
場
の
農
閑

期
対
策
と
し
て
、草
原
再
生
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
組
合
と
い
う
担
い
手
集
団
が
組
織

さ
れ
、未
利
用
野
草
の
利
活
用
の
流
れ
を

継
続
、農
閑
期
の
雇
用
を
確
保
し
地
域
活

性
化
と
草
原
再
生
、ま
た
担
い
手
育
成
の

両
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

草
原
再
生
・
採
草
へ
の
想
い

　
草
原
に
広
が
る
野
草
は
、今
後
も
農
畜

産
業
に
と
っ
て
か
か
せ
な
い
大
切
な
資

源
で
す
。

　
農
業
後
継
者
が
減
少
す
る
中
で
、長
年

引
き
継
が
れ
て
き
た
こ
の
資
源
を
将
来

の
子
ど
も
た
ち
に
守
り
伝
え
て
い
く
こ

と
が
私
た
ち
の
責
務
で
あ
り
、そ
し
て
持

続
的
な
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考

え
て
い
ま
す
。

採草利用で得られるメリット

野焼き負担の軽減に！ 草地のヤブ化を防ぎ、
良好な状態を維持できる

飼料用に採草させていただ
ける場合は、牧野組合に
使用料をお支払い

草原再生オペレータ
ー組合のメンバー

が野草を刈り取り、皆
さまの農場までお

届けします。

野草の活用は、草原景
観の保全に加え

て、阿蘇の文化と希少
な動植物の保全に

もつながります。

お問い合わせは▶▶▶ 【事務局】NPO 法人九州バイオマスフォーラム
〒 869-2612　阿蘇市一の宮町宮地 5816
☎ 22-1013　E-mail:infokbf@gmail.com

阿蘇の草原のススキなどで作る野草堆肥には善玉菌が大量に含まれ、農作物の病気
を抑え、肥えた土壌を作る効果があることが新聞で報じられ注目されています。
例）トマト栽培の連作障害など

阿蘇市経済部農政課　☎ 22-3274( 内線 1441)


